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13億1千4百万円でスター

ト
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
三
月
十
四
日
に
定
例
議

会
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
国
庫

補
助
負
担
率
の
一
律
引
下

げ
に
よ

る
負
担
増
が
あ
り
、
ま
た
、
行
政

の
減
量
化
・
行
財
政
の
簡
素
合
理

化
な
ど
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
施
策
の

選
択
と
そ
の
計
画
的
、
重
点
的
な

実
施
等
、
節
度
あ
る
行
財
政
運
営

に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
お
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
前
年
度
と
同

じ
く
、
経
常
経
費
の
節
減
を
図
り

事
業
の
取
捨
選
択
に
努
め
、
今
年

度
当
初
予
算
は
前
年
度
に
比
較
し

て
五
・
五
回

の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

歳
　
入

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、
村

税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
・
県
支

出
金
、
村
債
等
が
あ
り
ま
す
。
簡

単
に
説
明
し
ま
す
と
、

【
】）
　
村
　

税

村

の

課
す

る
こ

と

の
で

き

る
地

方
税

で

今
年
度

は
歳
入

の
占

め

る

割
合

は

Ｉ
〇

・

九
回

で

約

一
億
四

千
三

百
万

円

が
見

込

ま
れ
て

い
ま

す
。
こ

れ

は
前
年
度

当

初
予

算
比

較
（
以
下
「
前

年
度
比

」
と

い
う

。
）

で
は
、
一
四
・
二
暫
の
増
に
な
り

ま
す
。

○
　

地
方
交
付
税

こ
れ
は
国
税
三
税
（
所
得
税
・

法
人
税
・
酒
税
）
の
一
定
割
合
を

交
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
年
度

は
七
億
五
百
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
歳
入

の
半

分
以

上
の

五

三
・
七
習
を
占
め
、
本
村
の
予
算

の
中
で

い
ち
ば
ん
大

き
な
比
率
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

⑤
　
国
庫
・
県
支
出
金

村
の
支
出

す
る
特
定
の
経
費
に

対
し
て
、
国
が
負
担
交
付
す
る
一

切

の
支
出

が
国

庫
支
出

金
で

あ

り
、
県

が
負
担
交
付
す
る
も
の
が

県

支
出
金

と
言

わ
れ
る
も

の
で

す
。
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

（
補
助
事
業
）
等
の
終
了
に
よ
り

前
年
度
比
一
〇
・
三
回
の
減
と
な

り
ま
す
。
今
年
度
は
二
億
一
千
八

百
万

円
か
計
上

さ
れ
て

お
り

ま

す
。

⑩
　

村
　
債

こ
れ
は
長
期
間
の
村
の
借
金
で

あ
り
、
歳
入
と
し
て
見
込
む
場
合

に
は
地
方
財
政
法
に
よ
る
制
限
が

あ
り
、
村
が
自
由
に
起
債
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
八

千
七
百
八
十
万
円
が
計
上
さ
れ
前

年
度
比
二
〇
・
八
郷
の
増

と
な
り

ま
す
。

○
　
以
上
の
ほ
か
に
道
路
関
係
費

に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
地

方
譲
与
税
・
自
動
車
取
得
税
交
付

金
、
交
通
安
全
施
設
整
備
の
た
め

の
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
、

村
営
住
宅
等
の
使
用
料
、
ま
た
、

負
担
金
、
手
数
料
、
繰
入
金
、
繰

越
金
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合

計
す
る
と
十
三
億
一
千
四
百
万
円

と
な
り
ま
す
。

歳
　
出

予
算

書

は
年
間

の
村

の
金

銭
収

支

の
計
画

書
で

す
。

こ
こ

に
計
画

（
予
算

化

）

さ
れ
て

い
る

事
業

を

目

的
別

に
取

り

上
げ

て
み

ま
す

。

ｅ
　

議
会
費

こ
こ
に
は
議
会
運
営
経
費
と
事

務
局
経
費

が
計
上

さ
れ
て

い
ま

す
。
議
会
の
審
議
内
容
や
一
般
質

問
は
「
議
会
だ
よ
り
」
で
村
民
の

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
予
算
額
は
四
千
八
百

万
円
で
す
。

⑩
　
総
務
費

こ
の
中
に
は
役
場
管
理
全
般
の

経
費
、
徴
税
経
費
、
戸
籍
関
係
経

費
、
選
挙
費
、
統
計
関
係
費
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
等
の
自
動
車
管
理
経

費
、
交
通
安
全
対
策
費
等
さ
ま
ざ

ま
な
経
費
が
含
ま
れ
ま
す
。
主
な

事
業
と
し
て
、

○
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
工
事

○
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
工
事

○
国
勢
調
査

等
か
お
り
、
総
務
費
総
額
二
億
一

千
七
百
万
円
で
す
。
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⑤
　
民
生
費

福
祉
関
係
予
算
が
大
部
分
を
占

め
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

や
重
度
医
療
費
助
成
等
の
社
会
福

祉
費
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
や
家

庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
、
老
人
憩
の

家
運
営
費
等
の
老
人
福
祉
費
、
国

民
年
金
事
務
取
扱
費
、
児
童
手
当

及
び
保
育
所
・
児
童
館
運
営
経
費

と
し
て
児
童
福
祉
費
が
含
ま
れ
ま

す
。
前
年
度
比
五
・
三
回
増
の
一

億
三
千
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い

ま
す
。

⑩
　
衛
生
費

献
血
活
動
実
施
の
た
め
の
保
健

衛
生
費
、
予
防
接
種
や
簡
易
水
道

水
質
検
査
等
の
予
防
費
、
環
境
衛

生
費
、
母
子
衛
生
費
、
保
健
対
策

推
進
費
、
老
人
保
健
事
業
費
等
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
費
は
み

な
さ
ん
の
健
康
増
進
、
蟹
田
地
区

環
境
整
備
事
務
組
合
（
ゴ
ミ
・
し

尿
処
理
・
斉
場
）
に
対
す
る
負
担

金
等
の
生
活
環
境
整
備
の
た
め
に

昭和60年度一般会計予算



支
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

前
年
度
比

コ
（

・
八
郷
増
の
五
千

三
百
万
円
で
す
。

⑤
　
農
林
水
産
業
費

歳
出
予
算
の
中
で
三
〇
計
の
比

率
を
占
め
、
本
村
の
特
徴
が
第
一

次
産
業
主
体
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
と
し

て
次
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

農
免
農
道
整
備
事
業

広
瀬
地
区
団
体
営
農
道
整
備

事
業
中
の
沢
地
区
及
び
宮
本
地
区

老
朽
た
め
池
整
備
事
業

農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
建

設部
分
林
造
林
事
業

沿
岸
漁
業
振
興
対
策
補
助
金

新
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業

等
か
お
り
こ
れ
ら
建
設
事
業
費
総

額
は
約
三
億
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
草
地
管
理
費
、
農

業
委
員
会
費
、
水
田
利
用
再
編
対

策
費
が
あ
り
、
農
林
水
産
業
費
総

額

で
三
億

九
千

五
百
万

円

と
な

り
、
こ
れ
は
前
年
度
比
二
四

こ
二

習

の
大
幅

な
増

と
な

っ
て

い
ま

す
。

＠
　
土
木
費

農
林
水
産
業
費
の
次
に
建
設
事

業
予
算
を
計
上
し
て
い
る
の
が
こ

の
費
目
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
事

業
が
あ
り
ま
す
。

蓬
田
海
岸
線
道
路
改
良
工
事

瀬
辺
地
駅
南
線
舗
装
工
事

蓬
田
漁
港
改
修
事
業
負
担
金

広
瀬
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
事

業
負
担
金

こ
の
ほ
か
に
道
路
維
持
補
修
工

事
、
河
川
護
岸
改
良
工
事
、
除
排

雪
経
費
、
村
営
住
宅
管
理
経
費
等

か
お
り
、
土
木
費
総
額
で
は
、
前

年
度
比
五
・
四
訟
増
の
六
千
八
百

万
円
で
す
。

０
　

消
防
費

こ
の
中
に
は
、
本
村
八
分
団
の

運
営
経
費
と
青
森
地
域
消
防
事
務

組
合
に
対
す
る
負
担
金
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
地
域
防
災
対
策
と
し

て
の
消
防
施
設
整
備

の
た
め
、
防

火
水
槽
の
新
設
が
三
基
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
予
算
額
は
前
年
度
比

七
・
七
賢
増
の
五
千
百
万
円
で
す
。

⑤
　
教
育
費

こ
の
中

に
は
学
校
教
育
費
と
社

会
教
育
費
及
び
保
健
体
育
費
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育

に
関
す
る
も
の
で
は

教
育
総
務
費
三
千
二
百
万
円

小
学
校
費
　
一
千
六
百
万
円

中
学
校
費
　
二
千
万
円

幼
稚
園
費
　
一
千

九
百
万
円

と
な

り
、

主

な
事
業

と
し

て
、

小
学
校
内
壁
塗
装
工

事

中
学
校
玄
関
雨
も
り
防
止
工

事中
学
校
非
常
階
段
補
修
工

事

等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
に
関
す
る
も
の
と
し

て
、
子
供
会
育
成
・
婦
人
学
級
・

青
年
教
室
等
生
涯
教
育
の
た
め
予

算
、
ま
た
国
際
青
年
年
の
記
念
行

事
と
し
て
青
森
県
青
年
の
船
派
遣

事
業
、
村
史
編
さ
ん
経
費
、
公
民

館
活
動
経
費
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

保
健
体
育
費
と
し
て
、
体
力
向

上
の
た
め
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

開
催
経
費
、
村
民
体
育
大
会
運
営

費
、
給
食
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
の

た
め
の
繰
出
金
が
計
上
さ
れ
て

い

ま
す
。
こ
れ
ら
教
育
費
総
額
は
、
前
年

度
比
二
・
一
打
増
の
一
億
五
千
八

百
万
円
で
す
。

○
　
こ

れ
ま
で
説

明
し

た
ほ

か

に
、
出
稼
者
対
策
と
し
て
の
労
働

費
、
村
の
商
工
業
振
興
及
び
観
光

対
策
の
た
め
の
商
工
費
、
災
害
復

旧
費
、
公
債
費
、
予
備
費
が
あ
り

ま
す
。

概
略
的
で
説
明
不
足
の
点
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
取
り

上
げ
た
こ
と
は
村
民
一
人
一
人
に

何
か
の
形
で
か
か
わ
っ
て

い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
村
づ

く
り
の
た
め
に
み
な
さ
ま
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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圓 鏖 珥

村　　俔

囚

10.9%

地方交付棍

705,682千円

53.7%

【司庫 丈出 金
３ 。３ ％

県 支 出 金

175,136千円

13.3%

繰　入　金 73､000千円
5｡6 ％

村　　　 債 87,800千円

6｡7％

そ　の　他

143,666千円

43.341  T-｢１1

86,097 千円

6｡5％

合　計
100％

1､314､722千円

議 会 昔

3  .?%
 ･

48､713千円

総 務 費

16.5%

217,1C 1千円

民 生 鍵

10.0％

131,200千円

衛 生 費

4.1%

53,730千円

労 働 費

0｡(島

410 下一円

農 休 叺 産業 持

30.1％

395,643千円

工商 費

0｡4 ％

4,845千円

土 木 費

5｡2％

68,110千円

消 防 費

3｡9％

教 育 費

12.0%

158,465 T-円

災害 復 旧 翡

1｡6％

20､641千円

公 債 甜

12.0%
158､189 千円

子 費備y

0｡5％

6｡252 千 円

100%:

合　計 1,314,722千円

議会定例会・臨時会

議会広報

総 務管理 ・広 報

徴税 戸 籍 選挙
統 計 交 通 安 全

社会福 祉 老人柚 祉

国民 年 金 防犯

保 育所･ 児童館･ 老人憩の 家

予防 接種 環境衛 生

母子保 健 健康づ くり

老人保健 事業

出稼者健康診断

蓬田 村労 働者協 議会 補助 金

農業委貝会 水田再編
地域 農政 渭　 産

林 業 費 水　 産

簡 易小口 資金特 別保 証貸付

蓬田 村商工 会館建 設 補助

村道 整備

蓬田 漁港 改修

道 路 除 排 雪 経 費

防 火水槽新 設

消防 団活動 経費

広 域 消 防 組 合 負 担 金

小学 校･中学 校･幼稚 園管理

社 会 教 育･ 公 民 館

保健体 育

河川災害復旧工事

村債元金及び利子

予備費
/



国保特別会計

学校給食センター特別会計

特別会計予算 ぶ

老人保健特別会計

国　保　税

125,819千円
国庫支出金

136,697千円

保健給付費

206,279千円

老人保健

拠出金

88,729千円

総務曹

･基金繰入 金

23,000 千円

その他

29,656千円

．そ の他

8,436 千円

川,728 千円

y3 ‘1 5ヤ･7? 千 丐|

で歳 参 入ﾀﾞ

胼珀包午円
1歳 亠出

給食収入

24,420千円

繰 入 金

25,544千円

総務管理費

25,564千円

給 食 費

24,420千円

}歳 竄入J

j 瞭胴 元円I

舶ﾌ知゚ 半円
万歳 瞿 出j

繰越 金

20千円

支払基金交付金

134,759千円 国庫支出金

38,559千円

医 療 諸 費

192,347千円

その 他
20.419 千 円

その他

口90 干円

↓歳 令入

才93ﾙ737千円

1931737千円

歳 ＼出

特別会計予算



Ｊ 今年の村民祭

今 年 の 村 民 祭

テーマ 協 力
ふるさとを見つめ、みんなで築 く

明るい村

開催日

会 場

11 月３日 ４日

蓬田中学校

内 容
予定

作 品 展 健康 祭
小・中学生作品

文 化 財

写　　 真

コレクション

束奥移動展

囲碁大会

い け 花

盆　　 栽

発明工夫展

テーマ 脳卒中予防

血圧・身長・体重の測定

減塩みそ汁の試食会

ポスター展示

意見発表

芸能大会

映 写 会

農産物等の品評会

農産物等の即売会

その 他

喫　茶

食　堂



新
し
い
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す

小

学

校

教

頭

東
　
　

洋
　
一

①
前
任
校

青
森
市
浪
舘
小
学
校

②
現
住
所

青
森
市
花
園
二
丁
目
1
9の
2
1

③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

初
め
て
駅

か
ら
と

ぽ
と
ぽ
と
何

と
な
く
寂
し

い
心
持
ち
で
学
校
に

向
か
っ
て
歩

い
て

い
た
時
、
見
知

ら
ぬ
お
ば
さ
ん
か
ら
「
今
日
は
」

と
声
を
か
け
ら
れ
あ
わ
て
て
返
礼

し
ま
し
た
。
次
に
学
校
で
子
ど
も

達
と
初
め
て
会
っ
た
時
に
元
気
よ

く
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の

挨
拶
さ
れ
、
村
の
方
々
も
子
ど
も

達
も
明
る
く
元
気
な
学
校
で
あ
り
、

村
で
も
あ
る
と
ほ
っ
と
安
心
す
る

と
同
時
に
ふ
つ
ふ
つ
と
う
れ
し
さ

が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
蓬
小
の
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
伸
ば
す

た
め
先
生
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、

地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
全
力
投

球
す
る
覚
悟
で
す
。

皆
様
方
の
暖
か
い
ご
協
力
、
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

教

諭

和

嶋
　
仁

㈲

①
前
任
校

三
厩
村
三
厩
小
学
校

②
現
住
所

青
森
市
後
潟
字
大
原
9
1の
５

③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

晴
れ
た
日
な
ら
対
岸
の
北
海
道

の
家
並
み
も
う
か
が
え
た
三
厩
村

か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
三
厩

は

テ
レ
ビ
番
組
も
北
海
道
の
放
送
局

を
通
し
て
の
も
の
が
多
い
の
で
、

陸
続
き
の
県
内
の
こ
と
よ
り
、
な

ん
と
な
く
目
の
あ
た
り
に
存
在
す

る
北
海
道
の
事
情
に
く
わ
し
く
な

る
よ
う
な
土
地
柄
で
し
た
。

春
四
月
、
お
ぼ
ん
を
広
げ
た
よ

う
な
陸
奥
湾
の
方
か
ら
陽
が
の
ぼ

る
蓬
田
村
に
や
っ
て
き
て
、
テ
レ

ビ
番
組
は
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
お
な
か
が
満
腹
に
な
る
よ
う

な
水
田
風
景
に
、
安
ら
い
だ
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
明
る
く
、
の
ん

び
り
し
て
い
ま
す
ね
。
東
の
陸
奥

湾
、
西
の
水
田
地
帯

と
お
だ
や
か

な
山
地
…
…
広
々
と
し
た
も
の
、

ゆ
う
ゆ
う
と
し
た
も
の
を
み
て
育

っ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
蓬
田
小
で
の
生
活

に
全
力
を
尽
し
ま
す
。

中
学
校

教

諭

吉
田
秀
仁
㈲

①
前
任

校

三
戸

郡

互

尸
町

立

川
内

中
学

校

②

現
住

所

青
森

市

篠
田

二
丁
目
1
6
の
１１‥一

③

蓬
田

村

の
印

象

海

あ
り

、
山

あ
り

、
海

の
幸

あ

り
、
山

の

幸
あ

り
、

私

に
と

っ
て

は
こ
の
上
な
い
天
国
の
よ
う
な
環

境
で
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
所
に

育
っ
た
子
供
達
と
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

講

師

盛
　

美
夏

茴

①
前
任
校
（
ナ
シ
）

新
採
用

②
現
住
所

蓬
田
村
蓬
田
字
宮
本
4
1－
1
2
7

③
蓬
ｍ

村
の
印
象
・
抱
負

毎
日

海

が
見

れ

る
な
ん

て
感

動

で

す

。
夜

の
星
空

も
最

高
で

す

ネ
。

ヤ

フ
セ
の
寒

さ
に

は
少

し

お

ど
ろ

き
ま
し

た

が
、

こ
ん

な

い
い
環

境

の
中

に

い
れ

る
蓬
中

生
か

う

ら
や

ま
し

い

か
ぎ

り
で

す
。

な

に

ご
と

も

Ｉ
生

懸
命

と
り

く

ん

で

い

き

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く

お
願

い

い

た
し

ま

す
。

④
趣

味
・

特
技

編

物

・
手
芸

役
場
職
員
の
異
動
報
告

新しい人事を紹介します 夕

コ

内

は
前

任

総

務
課

長

（
農
林

水
産

課
長

）

小
松
　

虎
雄

議

会
事

務
局
長

（
土
木

建
設

課

長

）
　
　
　
　
　

吉
崎

良

一

農

林
水

産
課

長

（
農
林

水
産

課

長

補
佐

）
　
　
　

坂
本
　

忠

弘

土
木

建
設

課
長

（
土
木
建

設

課

長

補
佐

）
　
　
　
　
佐
井
　

一

夫

総

務
課
長

補

佐
兼

企
画

財
政

係

長

（
財
政

係

長
）

久
慈
　

修

一

税
務

課
長

補
佐

兼

税
務
係

長

（
税

務
課
長

補

佐
）
小

鹿
　

義

晃

農
林

水

産
課
長

補

佐
兼
産

業
係

長

（
総
務

課
長

補
佐

）

田

中
　

武

農
林

水
産

課
長

補
佐

（
産

業
係

長
）
　
　
　
　
　
　

坂

本
　

重
雄

土
木

建
設

課
長

補

佐
兼

土
木
建

設
係

長

（
消

防
防

災
交

通
安

全

対

策
係
長

兼
統

計
係

長
兼

配

車

係
長

）
　
　
　
　

小

松
　

公
紀

社
会

教
育

課
長

補
佐

（
社

会
教

育
係

長
）
　
　
　
　
八
戸
　

通
正

総
務

課
庶

務
係

長

（
民
生

課

衛

生
係

長
）
　
　
　

佐

藤
　

洋
子

総
務

課
消

防
防

災
交

通
安

全
対

策
係

長
兼

統
計

係
長

兼
配

車
係

長

（
税
務
課

主

事
）坂

本
　

久
男

民
生
課

国

民
健

康
保
険

係

長

（
農
林

水
産

課
農

政
係

長

）

久
慈
　

義

明

民

生
課

衛
生

係
長

（
出

納
室

係

長
）
　
　
　
　
　

福

田
　

春

美

農
林
水

産
課

農
政
係
長
（
民
生
課

国

民
健
康
保
険
係
長
）
越
田
　

守

社

会

教
育

係
長
　

佐

藤
　

孝

希

総

務
課

主
事

（
農
林

水
産
課

主

事
）
　
　
　
　
　
　

越
ｍ
　

茂

弘

総

務
課

主
事

（
民
生

課

主
事

）

高
田
　

京

子

出
納

室
主

事

（
総

務
課

主
事

）

佐
井
　

邦

彦

税

務
課

主
事

（
農

林
水

産
課

主

事
）
　
　
　
　
　
　

古

川
　

正

隆

農
林

水

産
課

主
事

（
農
業

委

員

会
主

事

）
　
　
　

柿
崎
　

真

人

農
業

委
員

会
主

事

（
総

務
課

主

事
）
　
　
　
　
　
　

工

藤
　

正

人

土
本

建
設

課
主

事

（
税

務
課

主

事
）
　
　
　
　

佐

々
木

京
太

郎

保
育

所

保
母

（
幼

稚
園

教
諭
）

八
戸
　

季

子

保
育

所

調
理
員

（
給
食

セ
ン

タ

ー
調

理
員

）
　
　

横
内
　

澄
子

保
育

所
用

務
昌
］（
幼

稚
園

用

務

員
）
　
　
　
　
　
　

工

藤
　

義
正

給
食

セ

ン
タ

ー
調

理
員

（
保
育

所
調

理
員

）
　
　

青
木
百

合
子

中
央
公

民
舘
用

務
昌
］
（
児

童
舘

用
務

員
）
　
　
　

武

井
　

次
子

嶄

採

用

児
童

舘
用

務
員
　

小

松
　

き
み

中

学

校
用

務
員
　

福

浦
　

昭
子

廱

職
（
総

務
課

長
）
　

遠

田
　

俊
光

（
議

会
事

務
局

長
）小

松
　

直
作



ノ 一新しい 人事を紹介し ます

「
旧
軍
人
恩
給
請
求
は

お
済
み
で
す
か
」

○
旧
軍
人
と
そ
の
遺
族
が
対
象

と

な
り
ま
す
。

戦
後
四
十
年
を
経
た
現
在
で
も

ま
だ
恩
給
の
請
求
を
し
て
い
な
い

方
（
公

務
員
で
軍
人
の
期
間
が
共

済
年
金
に
算
入

さ
れ
て
い
る
方
は

除
く
。
）
が
あ
り
ま
す
。

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

一
、
一
時
金
・
遺
族
一
時
金

（
昭

和
六
十
年
九
月
三
十
日
で
時
効

に
な
り
ま
す
。）

実
際
に
勤
務
し
た
年
数
を
合

計
し
て

三
年
以

上

に
な

る
方

（
普
通
恩
給
・
一
時
恩
給
を
受

け
て

い
る
方
は
除
く
。）

二
、
一
時
恩
給
・
一
時
扶
助
料

実
際
に
勤
務
し
た
年
数
が
三

年
以
上
と
な
る
方
（
普
通
恩
給

を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
。
）

三
、
普
通
恩
給
・
扶
助
料

実

際
に
勤

務
し

た
年

数

に
戦

地

戦

務
等

の
加

算
年

を
導

入
し

て

十
二

年
以

上

（
准

士
官
以

上

の
方

は
十
三
年
以
上
）
と
な
る
方

四
、
普
通
恩
給
・
扶
助
料
の
加
算

改
定昭

和
四
十
八
年
十
月
一
日
以

前
に
普
通
恩
給
・
扶
助
料
等
を

裁
定
さ
れ
た
方
で
、
実
際
に
勤

務
し
た
年
数
に
戦
地
戦
務
等
の

加
算
年
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
恩
給
年
額

が
増
額
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
加
算

年
算
入
の
申
し
立
て
を
し
な
い

方
は
、
恩
給
証
書
持
参
の
う
え

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

五
、
傷
病
恩
給
等

勤
務
年
数
の
長
短
に
関
係
な

く
、
公
務
傷
病
に
よ
り
現
在
心

身
に
障
害
の
あ
る
方
で
、
恩
給

法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
症
状
の

う
ち
重
度
の
方
は
増
加
恩
給
、

中
度
の
方
は
傷
病
年
金

が
支
給

さ
れ
ま
す
。
軽
度
の
方
で
も
戦

傷
病
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

六
、
寡
婦
加
算

普
通
扶
助
料
を
受
け
て
い
る

六
十
才
以
上
の
妻
で
、
寡
婦
加

算
十
二
万
円
が
加
算
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
総
務
庁
恩
給
局
長

あ
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

詳

し

く
は
、

民
生
課

民

生
係

又

は
青
森

県

障
害

福
祉
課

援

護
班

Ｔ

Ｅ

Ｌ
二

二
－

一

一
一

一
内

線
三

一

九
七
番
あ
て
照

会
し
て

く
だ
さ
い
。

本村の室谷清さん（写真）が総

務庁長官より引き続き昭和62 年

３月31 日まで「行政相談員」に委

嘱されました。

総務庁では、本村の住民の行政

に関する苦情等の相談に応じ、そ

の解決を手助けするために室谷さ

んに「行政相談員」を委嘱してい

るものです。

相談は、無料で口頭、電話、手

紙のいずれの方法でもかまいませ

ん討目談を受けた行政相談委員は、

秘密を守り親身にお世話すること

になっております。

相談の内容は、役所の仕事に関

することであれば何でもよく、例

えば、役所の仕事が遅い、不親切

だ、納得できない、法律や手続き

がわからない等、日頃お困りにな

っていること、不満に思っている

ことが対象となります。

住所　蓬田村蓬田字汐越71 の７

電話　27-  2 ２ １ ０

駐
在
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

菊 地 榮 候 33歳

私
の
理
想
は
、

犯
罪
も
事
故
も
な
い
明
る
い

地
域

を
築
き
上
げ
る

こ
と
で

す
。
私
は
常
々
こ
の
理
想

実
現
を
目
標
に
努
力
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
方
よ
ろ
し

く
ぉ

願

い
し

ま

す
。

趣

味
・
特
技

趣

味

は
仕
事

上
覚

え
た

写
真

で

す
。
同

好

の
志

を
待

っ
て

い
ま

す

。

一

見
平
和

そ
う

な
蓬
田

村
で

す

が
、

五
月

に
入

っ
て

急

に
泥
棒

事

件

が
発
生

し

た
り

、
非
行

化
し

そ

う

な
原
付

バ
イ

ク
運

転

の
少
年

の

姿
等

が
目

に
付

く

よ
う

に
な

っ
て

来

ま
し

た
。

み
ん

な
で

声

か
け
あ

い
注
意
し

ま
し

ょ

う

。

前
任
地

弘
前
警
察
署

明

庄

所

蓬
田
村
蓬
田
字
汐
越
2
9の
２

電
話
　
二
七
－

二
○
三
六

蓬
田
村
の
第
一
印
象
・
抱
仂

ヤ
マ
セ
の
寒

さ
に
反
し
て
暖
か

み
の
あ
る
村
で
あ
り
、
各
団
体
の

活
動
も
非
常
に
活
発
で
あ
る
と
い

う
の
が
第
一
印
象
で
す
。

行政相談員



第
九
回
日
本
婦
人
問
題

会
議
に
出
席
し
て

青
森
地
区
婦
人
少
年
協
助
員

二
唐
美
代
子

五
月

十

一
日
東

京
日

経

ホ
ー

ル

で

、
主

題

「
あ
ら

ゆ

る
分
野

へ

の

男

女
共
同

参

加
－

残

さ
れ

た
課
題

の
達

成

を
め

ざ
し

て
Ｉ

」
と

題
し

全
国

か
ら
約

七
百
名

が
参
加

し
て

開
催

さ

れ

ま
し

た

。

坂

本
労

働
大

臣

が
主
催

者

と
し

て

、「
政

治
、
経

済

、
文
化

、
科

学
、

技
術

、
生

活

の
領
域

に
男

女

の
共

同
参

加

が
あ

る
。
男

女
平

等

の
達

成

を

謳
う

と

と
も

に
、
母

性

の
役

割
、

社
会

的
重
要

性

、
次

代

を
担

う

子

供

の

健

や

か
な

成

長

の

た

め
、
男

女

共
同

の
責
任

、

社
会

責

任

の

分

担

が

必
要

不

可

決

で

あ

る
。

種
々

の
分

野
で

婦
人

の
意
見

が
十

分
反
映

さ
れ
て

い
な

い

。
男

性

に
と

っ
て
家
庭

、

地
域

の
生
活

の
意
義

を
再

認
識

す

べ
き

だ
。
」
と

挨

拶

さ
れ

た
。

次

に
三
地

区
よ

り
事

例
発

表

が

あ

っ

た
。

Ｏ
Ｂ
Ｓ
Ａ
長
崎
専
門
職
婦
人
の
会

岩
元
静
子
氏

教
育
、
栄
養
、
消
費
価
格
、
大

学
、
短
大
の
教
師
、
弁
護
士
、
作

家
、
新
聞
記
者
、
福
祉
、
経
済
の

専
門
家
等
異
な
る
職
を
持
つ
メ
ン

バ
ー
で
構
成

さ
れ
、

①
子

供

を
持

つ
親

の
自

立
、

②
活

動
期

に

お
け

る
女
性

の
自

立

、
③

高
令

期

に
お

け
る
女

性

の
自
立

、
テ

ー

マ
は
「

婦

人
の
地

位
向

上
」

に
し

ぽ
り
、
議

会

議
員

、
地
域

婦

人
団

体

を
対
象

に
、
法

律

、
教
育

、
健

康

、
差
別

問

題

に
つ

い
て
、

講
師

に

は
、

カ

ル

フ

ォ
ル

ニ
ア

大

学

カ
ノ

ヴ
イ
ッ

ツ

教
授

を
依

頼
し

た

。
知
識

や
技

術

を
出
し

合

い
情

報
交

換
、

郷
土

等
開

催
し

て

い

る
。

○
十
期
会
（
お
や
じ
会
）
東
京

田
中
正
行
氏

同

一
学

年

の
父
親

と
先

生

が
一

体
と

な

っ
て
児

童
の

健

全
育
成

を

側
面

か

ら
援
助

、
各

種
教

育

、
ス

ポ

ー
ツ
等

活
動

し
て

環

境
づ

く
り

に
努

め
て

い
る

。
特

に
風
呂

会

は
、

子

供
同

志

、
先

生

、
父
親

と
裸

の

付

き
合

い
を
目
的

で

始

め
た

。
非

行

、
受

験

と
社
会

問

題
化

し
て

い

る
現
在

、
思

想

、
職
業

、
年

令

を

乗

り
越

え
て

今

後
も

子
育

て

に
献

身

す

る
。

○
あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
　
宮
城

福
永
隆
子
氏

福

祉

と
授

産

の
二
本

柱

を
中
心

に

三
十
代

か
ら
六

十
代

ま
で

、
生

活

の

ペ
ー
ス

に
合

せ
て

活
動

を
展

開

。調

理

、
託
児

、
福
祉

、
仕
入

れ

、

編
集

、
交

流

、
研

修
そ

の
他

保
健

所

か
ら
許

可

を
と

り
、

働
く

婦
人

の

た
め
弁

当
仕

出
し

を
始

め

資
金

に
充

て
て

い

る
。
寝

た

き
り
老

人

の
留

守
番

、
介

護

ヘ
ル

パ

ー
の
活

動

。
互

い
に
連

帯
し

合

い
長
生

の

女

の
命

を
縦
糸

に
、

社
会

相
互

の

連
帯

を
横

糸

に
、
人

間
ら

し

い
老

い

の
布

を
つ

む

い
で

生

き
る

。
午

後

は
「
日

本

の
婦
人

は
今
－

」

映

画

観
賞

、

次

に
全
体
討

議

は

、
日

本
経

済
新

聞
社

藤
麿

房
子

記
者

が

討

議
リ

ー
ダ

ー
と

な
っ
て

、
評

論

家
赤

塚
氏

、
日

本
労

働
協

会

桑
原

氏
、

お
茶

の
水
女

子
大

学

原

ひ
ろ

子
教
授

か

ら
全

体
討

議

の
問
題

提

起

、
発

表

者
へ

の
質

問
、

次

に
各

先

生
方

へ

の
質

問
等
質

疑

応
答

の

中

味

が
広

く
時
間

が

足

り
な

か
っ

た
。閉
会

の
こ

と

ば
は

、
労

働
省

婦

人
局
赤

松
良

子
局

長

よ
り

「
閣

議

が
あ
り
新
し

い
法
律
を
出

す
時
は
、

通

ら

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
プ

ロ
セ

ス
が
午

前
中

に
二

つ
重

な

り
難
関

を
突

破
し
て
国

会
に
提
案

さ
れ
る
。

雇
用

の
分

野
、

男
女

の
均

等

な

機

会

と
待
遇

確
保

を

促
進

す

る
た

め
の
法

律
案

。
女

性

が
強

く

な
っ

た
た

め
に
改
正

が
行

わ
れ

、
審

議

の

答
申

の
中

に

も
適
当

な
時

期

を

見
直

し

て

、
ど

う
運
営

、

改
善

さ

れ
る

か
、
こ

の
ス

タ

ー
ト

は
日
本

の
歴

史

を
変

え

る
こ

と

が
出

来

る

と
思
う

。
こ

の
日

に
閉

会

の
こ

と

ば

を
申

し
上

げ

る
こ

と
は
意

義

あ

る
こ

と
だ

。」

と
挨

拶

が
あ

っ
た

。

女
性

の
識

見

や
力
量

を

ど
う
評

価
す
る
か
。

「
行
動
は
思
想
を
育
て
る
」
と
、

討
議
の
際
言
わ
れ
た
地
域
、
職
場
、

政
治
の
問
題
等
、
残
さ
れ
た
課
題

が
山
積
さ
れ
て
い
る
中
で
、「
世
界

の
婦
人
週
間
を
も
う
十
年
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
藤
原
先
生

が
強
要
さ
れ
た
言
葉
が
今
だ
に
心

に
残
っ
て

い
る
。
素
晴
ら
し
か
っ

た
会
議
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

ゴ
ミ
収
集
小
屋
の
設
置

広
瀬

地
区

で

は
、

ゴ
ミ

の
収

集

日

に
出

さ

れ
た

ゴ
ミ

が
犬

、
猫

、

ガ
ラ

ス
に
よ

り
食

い
荒

さ
れ
、

散

ら

ば
っ
て
困

る
と
い
う
こ
と

か
ら
、

部

落
で

経
費

を
出

し

ゴ
ミ
収

集
場

所

に
小

屋
を

設
置

し

ま
し

た
。
小

屋

の
入

口

に
網

を
か
け

、
犬

、
猫

、

ガ
ラ
ス

の
侵

入
を

防
ぐ

よ

う
に
作

ら

れ
、

ゴ
ミ

の
散

乱

が
な

く
な

り

大
変

喜

ば

れ
て

い
ま
す

。

一第九回日 本婦人問題会議ご出席して 汐



き
た
え
よ
う
体
力
広
め
よ
う
交

通
安
全
を
合
言
葉
に
第
六
回
交
通

安
全
駅
伝
大
会
が
六
月
十
六
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
の
向
上
、
青
少
年
の
健

全
育
成
、
ね
ば
り
強

い
心
と
体
力

づ
く
り
を
目
指
し
て
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
村
関
係
機
関
は
も
ち
ろ

ん
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
青

少
年
育
成
村
民
会
議
、
体
育
協
会
、

交
通
少
年
団
、
交
通
安
全
母
の
会

が
協
力
し
、
蓬
田
村
青
年
団
体
連

絡
協
議
会
と
蓬
田
村
子
供
会
育
成

連
絡
協
議
会
の
主
催
で
行

な
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
子
供
会

が
事
情
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
た

め
青
年
会
だ
け
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
チ

ー
ム
は
高
根
チ

ー

ム
を
除
く
七
チ

ー
ム
が
参
加
し
て

行

な
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
三
十
分
役
場
前
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
玉
松
公
民
館
の
ゴ
ー

ル
ま
で
各
チ

ー
ム
七
人
の
メ
ン
バ

ー
が
次
々
と
タ
ス
キ
の
リ
レ
ー
を

し
ま
し
た
。

第六回交通安全駅伝大会

夕 一第六回交 通安全 駅伝大会

成 績 表

順位 チーム名 ＼ 夕＼イ ム･

１ 広瀬青年会 １時間21分16秒

２ 阿弥陀川青年会

３

４

５

６

７

蓬田青年会

瀬辺地青年会

長 科 青 年 会

中沢青年会

郷 沢 青 年 会

１時間24分30秒

１時間24分50秒

１時間25分30秒

１時間26分26秒

１時間31分31秒

１時間33分24秒

区

１

２

３

４

５

６

７

氏っっ　名 ダイム

下　山　　　 孝

田　村　貞　照

中　村　大　八

田　中　張　寛

柿　崎　　　誠

山　舘　健　二

長　内　ひとみ

13分52秒

13分55秒

12分19秒

15分02秒

12分22秒

４分11秒

３分51秒



談話室

青
年
会

に
携

っ
て

い
る
一

青
年

と
し
て

Ｔ
言
、
言

わ
せ

て

も
ら

い

ま

す

。
最

近

の
蓬

田
村

の
傾

向

と

し

て
地
元

に
残

る
若
者

が

減
っ
て

き
た
よ

う

に
見
受

け

ら
れ

る
。

果

た
し
て

近

い
将
来

、
現

在

の
よ

う

な
活
発

な
活

動

が
出
来

る

の

か
り
Ｉ

と

い
う
不

安
を

感
じ
て

い
ま
す

。

こ
ん

な
田
舎

に

は
居

た
く

な

い
と

市

内

ま
た

は
県
外

に
就
職

し
一

人

暮
し
を
す
る
。
青
年
会
に
は
全
く

興
味
を
示
さ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
何
て
馬
鹿
げ
た
事
を
し
て
い
る

人
達
な
ん
だ
と
あ
き
れ
返
っ
て
い

る
。
他
人
言
の
よ
う
に
書
き
ま
し

た
が
、
二
、
三
年
前
ま
で
私
も
そ

う
感

じ
て
い
た
中

の
一
人

で
し

た
。
そ
れ
が
、
ふ
と
し
た
き
っ
か

け
で
青
年
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

入

会
し

て
二

年
目

に
入

っ
た
今

私

は
蓬

青
協

の
情

宣
担
当

と

い
う

任

務
に

つ

き
ま
し

た

。
常

に
自

由

で

い
た

い
、

気
楽

で

い
た

い
と
思

っ
て

い
た
自
分

に

と

っ
て
、

そ

れ

は
と
て

も
苦

痛
で

あ

り
重
荷

で
し

た

。
知

人

は
数
え

る
程

し

か

い
な

く
何
の

分
別

も
な

い
ま

ま
自

分

は

何

か
出

来

る
の

か
と

い
っ

た
ら
何

も
出

来

ま
せ

ん
で

し

た
。
先

ず

、

さ
し
あ

た

っ
て
人

を
知

り

、
ま
た

、

な
じ

む
と

い
う
こ

と

か
ら

始
め

ま

し

た

。

青
年

会

の
役

に
立

っ
た

の

か
、

立

だ

な
か

っ
だ

の
は

漠
然

と
半
年

が
過
ぎ

ま
し

た

。
度
重

な

る
会
議

に
、
様

々

な
事
業

に
好

き
だ

か
ら

出

席

す
る

の

か
、

責
任

か
ら
な

の

か
り
‥自

分
自

身

に
も

疑
問

や
不

安

は
沢
山

あ

り
ま

す
。

し

か
し

、
仲

間

と
交

流

を
深

め
緊
張

で

き

る
場

が
持
て

た

事
は
私

に

と

っ
て

プ
ラ

ス
に

な
る

だ
ろ

う
と

思

い
ま
す

。

村

の
将
来

を

担
う

青
年

と
し
て

後
に
続

く

人
達

へ
の
手

本

と

な
る

よ

う

な
活
動

を
残

し

、
ま

た
、

青

年

会

の
人

数
不

足
に

あ
た

り
、

ど

の
よ

う
な
対

処

を

と
る

か
が
今

後

の
大

き
な
課

題

だ

と
思

い
ま

す
。

折
々

の

歌

吾
に
言
ば
ぬ
　
夫
の
苦
し
み
　

聞
か
ぬ
吾
の

長
き
苦
し
み
　

梅
雨
に
は
入
り
つ

冗
談
と
　
打
消
し
た
れ
ど
　
ひ
と
言
の

枸
に
癶
ま

り
て
　

夜
半
を
覚
め
ゐ
る

我
儘
を
　

打
ち
つ
け
あ
ひ
て
　

過
す
わ
れ
ら

別
れ
の
と
き
の
　

い
つ
か
あ
ら
む
に

思
ひ
出
の
歌

照
り
つ
つ
も
　
降
ろ
五
月
雨
に
　
早
乙
女
ら

手
許
危
ぶ
み
　
植
型
探
る

道
の
辺
の
　

オ
チ
ヤ
ー
ド
伸
び
て
　

香
に
立
て
ば

吾

が
ふ
る
里
は
　

田
植
え
の
季
節

五
月
晴
れ
　
離
り
住
み
着
く
　
吾
息
ら
き
て

機
械
植
え
せ
る
　
早
苗
田
広
し

晩
霜
の
　
警
報
出
で
し
　

夜
の
苗
畑
に

（

ウ
ス
を
閉
ず
る
　
あ
か
り
が
動
く

風
波
に
　
浮
き
苗
多
き
　

水
田
の

補
植
に
疲
れ
　

妻
は
も
歎
く

今
朝
も
ま
た
　

植
田
の
後
を
　

見
廻
り
て

畦
に
も
ぐ
ら
の
　

水
洩
れ
防
ぐ

以
上
六
首
　

吉
崎
慶
次
郎
作

談話室・折々の歌 匹

ヤングメッセージ



蓬
田
村
簡
易
小
口
資
金
特
別

保
証
制
度
の
お
知
ら
せ

保
証
対
象

取
扱
金
融
機
関

蓬
田
村

に
主
な
事
業
所

を
有
し
、

六
ヶ

月
以

上
同

一

事
業

を
営

む
中

小

企
業

者

で
納
税

状
況

の
良

好

な

者

。青
森
銀
行
蟹
田
支
店

県
信
用
組
合
沖
館
支
店

保
証
条
件

一
、
資
金
の
使
途

運
転
資
金
及
び
設
備
資
金

二
、
保
証
金
額

一
企
業

に
つ
き
三
百
万
円
以
内

三
、
保
証
期
間

五
年
以
内

四
、
償
還
方
法

一
括
払
又
は
割
賦
償
還

五
、
利
息
及
び
保
証
料

利
息
は
取
扱
金
融
機
関
の
所
定

利
率保
証
料
は
年
率
〇
・
九
五
％

六
、
保
証
人
及
び
担
保

保
証
人
は
特
別
小
口
保
険
に
該

当
す
る
も
の
以
外
は
一
名
以
上
と

し
、
原
則

と
し
て
担
保
は
徴
し
な

い
。受

付
場
所

蓬
田
村
商
工
会

そ
の
他

『

こ
の
制
度
の
略
称
を
⑧
と
す

二
、
く
わ
し
く
ぉ
知
り
に
な
り
だ

い
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
木
村
金
助
さ
ん

表
彰
さ
れ
る

木村金助さん

こ

の
た

び
当

村

の
木
村

金
助

さ

ん
は
多
年

人
権

擁
護
委
員

と
し
て
、

国
民

の
人
権

擁

護

と
人
権

思
想

の

普

及

高
揚

に
貢

献

さ

れ
た
功
績

に

よ

り
全
国

人
権

擁

護
委
員

連
合

会

長
よ

り
表

彰

を
受

け
ま
し

た

。

自
動
車
税
の
納
税
は

お
忘
れ
な
く

六
月
の
初
め
、
自
動
車
を
お
持

ち
の
み
な
さ
ん
に
、
自
動
車
税
の

キ
ッ
プ
（
納
税
通
知
書
）
が
届
き

ま
す
。
七
月
一
日
（
月
）
の
納
期
限
ま

で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
・
信
用
金

庫
・
信
用
組
合
・
農
協
・
郵
便
局

か
ら
納

め
て
く
だ
さ
い
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入

さ
れ
て

い
る
方
は
、
組
合
を
通
し
て
納
め

て
く
だ
さ
い
。

納
税
し
た
際
、
受
け
取
っ
た
キ

ッ
プ
の
一
枚
目
は
、
車
検
に
必
要

な
納
税
証
明
書
で

す
。
車
検
証
と

い
っ
し
ょ
に
大
切

に
保
管
し
ま
し

自

動

車

税

に

つ

い

て

の

お

問

い

合

わ

せ

は

、

自

動

車

管

理

事

務

所

電

話
　

代

表

Ξ

詒

全

こ
一
一
一
一

内

線

五
四
三

～

Ｅ

直

通

Ξ

七
七（
七
三
）
二
号

Ａ

二

登
記
印
紙
の
お
知
ら
せ

七
月

一
日

か

ら
、
登

記
簿

の

謄

本

、
抄
本

、

閲
覧

、
証
明

等

の
手

数
料

は
、
収

入
印

紙

か
ら
登

記
印

紙

に
変

わ
り

ま
す

。（
売

買
、
贈
与

、

相
続

等

の
登
録

免
許

税

は
従

来

ど

お
り

収
入

印
紙

で

す
。
）

こ

の
登

記
印

紙

は
登
記

所

最
寄

り
の

郵
便

局
、

印
紙

売
捌

所

で
販

売

さ
れ

ま
す

。

な

お
、

七
月

一
日

か

ら
謄
本

、

抄

本

は
四
〇

〇
円

、

閲
覧

、
証
明

は
二
〇

〇
円

と

な
り

ま
す

。

（
青

森

地
方

法

務
局
）

青

木

正

法

福
　
士
　
　
渡

蓬
田
出
身
今
別
高
卒

阿
弥
陀
川
出
身
山
田
高
卒

私
達
は
、
自
衛
隊
の
一
年
生
で

す
。四
月
十
一
日
の
入

隊
式

に
は
、

村
長
も
出
席
さ
れ
「
愛
す
る
郷
土

と
住
民
の
平
和
と
安
全
を
守
る
防

衛
へ
の
道
、
け
わ
し
く
と
も
初
心

忘
れ
る
な
」
と
祝
辞
を
の

べ
激
励

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
達
は
、
こ
の
言
葉
を
深
く
心

に
き
ざ
む
と
と
も
に
、
オ
ラ

が
村

の
村
長
を
ほ
こ
ら
し
く
思
い
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
本
格
的
に

基
本
教
育
を
学

ぶ
わ
け
で
す
。
同

期
九
八
人
中
、
蓬
田
村
出
身
は
私

達
二
人
で
す
が

”
初
心
忘

れ
ず
”

男
の
修

業
を
積

み
立
派

な
社
会

人
、
自
衛
官
と
し
て
頑
張
る
決
意

で
す
。
蓬
田
の
皆
さ
ん
私
達
は
ま
だ
自

衛
官
の
卵
で
す
が
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

/ ／ お知らせ

自衛官募集中
応募資格…18歳以上25歳未満の男

子。

受付…年間を通じて行っています。

問い合わせ先…役場総務課か自衛

隊青森募集事務所SO  177⑩1751

オ
ラ
ダ
ジ
社
会
人
一
年
生

陸
上
自
衛
隊
第
５
普
通
科
連

隊
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Ｉ

筵

上

三

句

二
づ。士
に
。崎

縢

三

郎

作

羮
守
万

邦
振
右
へ
れ
弋

帰
る
ク
ヤ
下

セ
元

皐

㈲
査
夛

怨
覃
竃
士
浙
の
ず

は
よ
ぺ
墫

胝

後
七
徽
か
千
ご
曹

に
儿
応
る
予
約
済

以
上
三
句
レ
エ
藤
正
二
作

一
口
五
十
万
円
で
公
募

蟹
田
営
林
署

蟹
田
営
林
署
（
門
脇
泰
男
署
長
）

で
は
、
み
な
さ
ん
に
資
産
の
造
驤
、

緑
豊
か
な
国
土
の
造
成
に
直
接
参

加
し
て
い
た
だ
く
分
収
育
林
制
度

へ
の
参
加
の
公
募
を
六
月
二
十
日

か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
み
な
さ
ま
に
一

口
五
十
万
円
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
、
営
林
署
で
育
成
中
の
ス
ギ
人

工
林
（
二
十
五
年
生
）
を
共
有
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

そ
し
て
伐
採
ま
で
の
間

の
管
理

は
営
林
署

が
行

い
、
伐
採
で
得
た

収
益
を
口
数
に
応
じ
て
分
収
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
子
や
孫

へ
の
お
み
や
げ
に
み
な
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
く
わ
し
く
は
蟹
田
営
林
署

庶
務
課
管
理
係
（
昔
⑩
2
3

3
2
）
　
　ど
う
ぞ
。

神山　久明　（蟹田町）

川内　幸子　（阿弥陀川）

松本　祐八　（瀬辺地）

梼木　葉子　（東北町）

乳井　智一　（蓬田）

福士　昌代　（青森市）

久慈　徳明　（瀬辺地）

中塚富士子　（今別町）

越田　静男　（瀬辺地）

田村　京子　（群馬県）

青木　幸正　（阿弥陀川）

新谷　和丿子　（青森市）

八戸　　登　（阿弥陀川）

門馬　一子　（埼玉県）

お悔み申し上げます

森　　勝美　（阿弥陀川・70歳）

佐井　ヨシ　（広瀬・75歳）

下山　ナン　（長科・68歳）

八幡　サナ　（高根・82歳）

林崎　　徹　（高根・70歳）

小山内平治　（蓬EH・79歳）

青木　信寛　（蓬田・55歳）

藤本　きな　（長科・89歳）

戸籍の窓口・村民文芸欄 /？

戸籍の
窓　口
蓬田村の人口:4,432 人1

,２月 ・３月 ・４ 月受付分

お誕生おめでとうございます

川崎　愛弓　（幸治・長女）

藤本　繁信　（信幸・長男）

青木　和也　（竜男・長男）

澤田　直也　（雅明・長男）

豊岡　未来　（博司・長女）

武井　恵利　（金善・長女）

藤田　祐己　（秀喜・長男）

山舘　由佳　（輝久・長女）

川崎　志穂　（賢治・長女）

中村　早来　（大八・長女）

山口　　遙　（智昭・長女）

木村　文佳　（光秀・３女）

中野　佳織　（勝光・長女）

坂本　貴美　（守・２女）

藤田　元樹　（進・長男）

坂本久美子　（寛蔵・長女）

吉崎千恵子　（則夫・長女）

森　五奈美　（秀勝・３女）

川崎　舞子　（芳彦・長女）

木戸　　梓　（芳勝・２女）

小鹿　裕毅　（孝敏・長男）

吉田　浩徳　（徳幸・長男）

ご結婚おめでとうございます

工藤　正一　（長科）

村上　勝枝　（北海道）

北山　　保　（広瀬）

高橋　明子　（愛知県）

坂本　玄利　（長科）

広瀬　美幸　（青森市）

福真　哲男　（青森市）

藤田るみ子　（中沢）

寺島　　勝　（青森市）

武井美保子　（蓬田）

宮田　輝幸　（蓬田）

工藤　玲子　（青森市）

坂本　孝明　（中沢）

大宮由美子　（郷沢）

桝谷　金助　（青森市）

八幡恵美子　（高根）

村上喜代光　（今別）

工藤　初江　（蓬田）

越田　茂弘　（瀬辺地）

藤本　美尋　（長科）

木村　正毅　（青森市）

佐井　藤子　（広瀬）

中村　俊弘　（蓬田）

伊藤　伸子　（青森市）

あ
な
た
も
緑
の

オ
ー
ナ
ー
に
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